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研究成果の概要（和文）：本研究は、「日本に存在しているミイラはどのような状態であり、何体存在するの
か」を調査し、「それらの現状と保護に関してどのような手立てが必要なのか」を明らかにすることを意図して
いた。調査の結果、現在日本には64個体のミイラ標本が存在し、ミイラ化された僧侶の遺体である即身仏が15個
体、海外のミイラ標本が30個体、日本で発見されたミイラ標本（屍蝋等を含む）が19個体であった。これらのミ
イラのうち、博物館で保管されているものの保全状況は良好であったが、即身仏に関しては保管状況にもよる
が、カビ等の除去が必要なものが大部分であった。複数のミイラ標本（28個体）についてCT撮影を行い、デジタ
ル保存を行った。

研究成果の概要（英文）：This study was intended to investigate "what condition and how many mummies 
exist in Japan" and to clarify "the current status of them and what steps need to be taken with 
regard to their protection. The survey revealed that there are currently 64 mummfied specimens in 
Japan. The classification of these specimens included 15 Sokushinbutsu, which are mummified remains 
of Buddhist monks, 30 mummy specimens from overseas, and 19 mummy specimens (including adipocere, 
etc.) found in Japan. Of these mummies, those kept in museums were in relatively good condition, but
 most of the Sokushinbutsu specimens required removal of mold. Some of theｍ (28 individuals) have 
been preserved in their current form as electronic data by CT imaging.

研究分野： 自然人類学

キーワード： ミイラ　日本　屍蝋化　即身仏
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の成果は、「Inventory of the human mummy specimens stored in Japan」として、Bulletin of the 
National Museum of Nature and Science Series D (Anthropology)48に公表した。これにより、これまで未知
であったミイラ標本の所蔵機関とその状況、そして保存への手立ての基礎情報が明らかとなった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１． 研究開始当初の背景 
本研究を開始した当初は、日本において、どの研究機関・収蔵施設・宗教施設に、どういった

保存状態のミイラが、何体存在しているのか、という基本的かつ重要な情報が報告されていなか
った。高温多湿で年間の温度変化が著しい日本の風土において、ミイラは腐敗・腐食等による損
壊を受けている可能性が高く、社会情勢や天災などによって、ミイラが損壊もしくは消失してし
まう可能性もある。ミイラという文化的・歴史的な価値のある標本を将来に残すために、可及的
速やかに現状調査を行う必要があった 
 
２．研究の目的 
 
本研究の目的として、1）日本に存在するミイラの現状と、保管状況を調査する、2）許諾を得ら
れたミイラはＣＴ撮影を行い、画像診断ならびに現状での電子保存を試みる。3）日本における
ミイラ化の原因とミイラ化後の変化を明らかにする、4）日本におけるミイラ保管の問題点や保
存処置を検討する。である。本研究は、将来における破壊分析を含めた総合的なミイラ調査の予
備調査と位置づけられる。ただ、予備調査としても、これまで把握されていなかった日本におけ
るミイラの現状を知る、という必要不可欠な基礎調査である。 
 
３．研究の方法 
 
1960 年代から 1980 年代に行われたミイラ調査や文献等を精査し、これまで調査されていたミ

イラ標本、並びに、各県の博物館、大学、郷土資料館等に問い合わせ、ミイラ標本を所蔵してい
るかどうかを調査した。その情報に従い、現在実見調査が可能かどうか問い合わせ、可能であっ
たものをリスト化した。このリストに基づき、ミイラの肉眼調査・計測ならびに写真撮影を行っ
た。また、実見の際にはそれらの標本の CT 撮影が可能かどうかも問い合わせた。 
 本研究における「ミイラ」の定義としては、軟部組織が乾燥し、人型を維持している遺体また
は遺体の一部を意味し、屍蝋化後に乾燥しミイラ化した遺体も含める。ただし、髪の毛のみが残
存している事例、解剖教育用に作成された事例、薬として用いられた標本、に関しては、確認す
べき手間が多いことから排除している。例外として、南米の「干し首」はミイラ標本として扱っ
た。 
 
４．研究成果 
 
 調査の結果、現在日本に所在し、申請者が実見できたミイラ標本は 64 個体であった。内訳と
しては、即身仏が 15 個体、古代エジプトもしくは南米のミイラ文化に属する海外のミイラ標本
が 30 個体、日本国内で発見された屍蝋化遺体を含むミイラ標本が 19 個体であった。「藤原４代
のミイラ」など、過去に研究報告があるが、今回の調査で実見が許可されなかったものはここに
含まれていない。また、本調査期間においても新たに遺跡から発見されたミイラ標本が存在する。
従って、この 64 個体という数字は現時点における最小個体数と言える。 
これらのミイラ標本のうち、許諾を得られた 28 個体においては CT 撮影を行い、現状における

デジタル保存と体内情報の調査も行った。その結果、石灰化した子宮筋腫の事例などが明らかと
なった。 
 日本で発見されたミイラ標本のうち、即身仏を除くと、屍蝋として発見された後に乾燥等の処
置によってミイラ化した標本が 13 例と大部分を占めた。これは、日本は地下水など水分が豊富
な土中環境を持つこと、そして陶器製の棺に遺体を収納して埋葬する風習があったこと関係が
あると推測される。ただ、同じ遺跡から出土していても、大部分が白骨化しており、屍蝋化を維
持している事例は極めて少ないことを考慮すると、土中屍蝋化自体が珍しい現象であると言え
よう。 
今回調査したミイラ標本のうち、大学や博物館などの研究機関で保管されている標本は、温湿

度の管理が比較的適切に行われており、保存状況は良好であった。ただ、空調施設が完備される
以前に入手された標本の場合には、カツオブシムシによる蚕食痕が認められる標本もあった。日
本で保管されている海外のミイラに関しては、出土状況が不明である事例が大部分であり、同時
に入手経緯も不明瞭であったり誤っていたりする場合も少なくない。即身仏はかなり良好に保
全されている事例も一部あるが、地震や地滑りなどの天災などの影響や温湿度管理が適切に行
われていない事例が多い。1960 年代に行われた新潟大学の小片保教授による処置はかなり適切
かつ徹底的であったため、50 年以上経過していても物理的な損壊が直ぐに発生するリスクはか
なり低いようである。ただ、利用されていた蝋の経年劣化が生じており、細かい蝋の破片が散見
されていた。また、多くの即身仏でカビの発生が認められた。 
 今後は今回の調査の結果を踏まえ、特に日本で発見された屍蝋化後にミイラ標本となった標
本の経時変化に関する保全調査や屍蝋化の形成条件の調査などが必要であろう。また、日本に保



管されている海外のミイラ標本に関しては、年代測定や DNA 分析などの方法を用い、標本の再評
価を行うことが必要と考えられる。また、即身仏に関しては、引き続き経年変化の調査と専門機
関でなくても継続できるカビ等の対策が必要であろう。さらに、今後新たに発見されるであろう
「屍蝋化」標本に関しても適切な保存方法を検証する必要がある。 
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